
対空ミサイル短ＳＡＭを
研修する募集相談員

自衛官募集相談員会「北海道上富良野・旭川駐屯地研修」を支援
こ
の
研
修
は
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解
の
増
進
を
目
的
に
毎

集
相
談
員
会
の
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

尉
）
は
、
１
１
月
１
５
日
か
ら
１
７
日
の
３
日
間
、
横
浜
中
央
自
衛
官
募

年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
齋
藤
会
長
以
下
７
名
が
北
海
道
に
あ
る
自

衛
隊
施
設
を
訪
れ
た
。

９
０
式
戦
車
の
体
験
試
乗
を
行
い
、
参
加
者
た
ち
は
そ
の
乗
り
心
地
に
つ

い
て
貴
重
な
体
験
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

２
日
目
は
、
陸
自
旭
川
駐
屯
地
に
て
、
広
報
担
当
者
の
案
内
に
よ
り
北

鎮
記
念
館
を
見
学
し
、
展
示
物
を
見
な
が
ら
ロ
シ
ア
の
脅
威
と
戦
い
つ
つ

体
験
喫
食
後
、
第
２
高
射
大
隊
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、
大
隊
長
山
口
２

佐
の
歓
迎
を
受
け
た
。
山
口
２
佐
は
、
本
年
７
月
ま
で
神
奈
川
地
本
募
集

課
長
を
務
め
、
募
集
相
談
員
と
一
丸
と
な
り
精
力
的
に
活
動
し
成
果
を
あ

げ
る
な
ど
、
相
談
員
と
は
懇
意
な
間
柄
で
あ
る
。

大
隊
長
か
ら
、
８
７
式
自
走
高
射
機
関
砲
、
９
３
式
近
距
離
地
対
空
誘

導
弾
及
び
８
１
式
短
距
離
地
対
空
誘
導
弾
（
改
）（
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
の
３
つ

の
装
備
品
が
揃
っ
て
い
る
の
は
、
高
射
特
科
部
隊
の
中
で
も
旭
川
の
み
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
隊
員
に
よ
る
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
砲
身
の
素
早
い
動
き
に
参
加
者
た
ち
は
驚
い
て
い
る
様
子
だ

っ
た
。

相
談
員
は
「
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ

状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
懇
談
で
は
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

３
日
目
は
、
札
幌
地
方
協
力
本
部
を
訪
れ
、
地
本
長
よ
り
概
要
や
募
集

開
拓
に
力
を
注
い
だ
屯
田
兵
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

「殉職隊員のご冥福を祈る」
２
９
年
度
神
奈
川
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
中
央
募
集
案
内
所
（
所
長　

日
比
野
准
陸

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部

１
月
１
６
日
（
木
）、
武
山
駐
屯
地
に
お

と
、
陸
海
空
殉
職
隊
員
５
９
柱
の
御
霊
に

を
祈
念
し
た
。

ン
に
会
場
を
移
し
、
小
春
日
和
の
相
模
湾

参
加
さ
れ
た
ご
遺
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

に
と
っ
て
常
に
身
近
な
存
在
で
な
け
れ
ば

や
か
な
雰
囲
気
で
の
懇
親
会
と
な
っ
た
。

神奈川県自衛隊殉職隊員追悼式

第２高射大隊長山口２佐と
募集相談員ら

１
日
目
は
、
陸
自
上
富
良
野
駐
屯
地
に
て
、
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、

横
浜
中
央
募
集
案
内
所
は
「
部
隊
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
募
集
相
談
員

と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

た
」「
募
集
相
談
員
と
し
て
更
に
見
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
自
衛
隊
へ
の
理
解
増
進
に
努
め
、
募
集
成
果
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

追
悼
式
で
は
、
神
奈
川
県
内
に
居
住
す

に
、
ご
遺
族
の
末
永
い
ご
健
勝
と
ご
多
幸

ま
た
、
追
悼
式
終
了
後
は
、
近
郊
施
設

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
ご
遺
族
と
の
懇

同
地
本
は
、
遺
族
援
護
業
務
の
重
要
性

た
。

し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て
嬉
し

長　

１
等
海
佐　

山
野　

太
資
）
は
、
１

い
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
「
平
成

悼
式
」
を
支
援
し
た
。

る
ご
遺
族
の
う
ち
１
８
名
の
御
臨
席
の
も

対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
顕
彰
す
る
と
と
も

で
あ
る
「
佐
島
マ
リ
ー
ナ
」
の
レ
ス
ト
ラ

親
を
深
め
た
。

近
況
な
ど
を
お
話
さ
れ
る
と
と
も
に
「
久

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
も
あ
り
、
終
始
和

を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族

な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
一
日
で
あ
っ


